
- 1 - 

平成 25 年 3 月 13 日 

各 位 

                                     会 社 名 セイコーエプソン株式会社 

                                       代表者名 代表取締役社長 碓井 稔 

（コード番号：6724 東証第一部） 

 

 

「SE15 後期 新中期経営計画」（2013 年度～2015 年度）の策定について 

 

セイコーエプソン株式会社（以下、エプソン）は、このたび、2013 年度を初年度とした 3 カ年の中期経営

計画｢SE15 後期 新中期経営計画｣（以下、新中期計画）を策定しましたので、お知らせいたします。 

 

1. ｢SE15 前期/後期 中期経営計画｣（2009 年度～2011 年度/2012 年度～2014 年度）の総括 

2009 年度から 3 カ年の前期中期経営計画においては、長期ビジョン SE15 に基づく成長戦略を推進す

るとともに、デバイス精密機器事業を中心に事業構造の改革と事業ポートフォリオの組み換えを進めてき

ました。その結果、2009 年度、2010 年度と利益面では着実に回復したものの、最終年度である 2011 年度

においては、東日本大震災やタイ洪水の影響を受け、当初目標とした利益水準には届きませんでした。

その一方で、情報関連機器の分野を中心として成長戦略に基づく競争力のある商品が整ってきたことな

どを踏まえ、2012 年度からの後期中期経営計画においては、戦略の基本的な方向性を維持しつつ、売

上高の成長を前提とした利益成長計画を策定し、スタートしました。 

しかしながら 2012 年度は、想定以上に厳しい事業環境が続いたことなどから、業績予想の下方修正を

行わざるを得ず、中期計画で定めた戦略の有効性や業績目標の合理性について見直しを行うこととしま

した。 

 

2. ｢SE15 後期 新中期経営計画｣ （2013 年度から 3 カ年の中期経営計画） 

今回の見直しにあたり、2009 年度から 2012 年度までの総括も踏まえ、2013 年度からの 3 カ年では、既

存事業領域においては商品構成の見直しとビジネスモデルの転換を、新規事業領域においては積極的

な市場開拓を進めていきます。そして、その先の 2016 年度からの次期中期計画において、エプソンは、

「コンシューマー向けの画像・映像出力機器中心の企業」から、「プロフェッショナル向けを含む新しい情

報ツールや設備をクリエイトし、再び力強く成長する企業」へと脱皮することを目指し、新中期計画は「そ

の基礎を築く 3 年間」と位置づけ、着実に歩みを進めていきます。 

一方で、当社が目指す姿を表した長期ビジョン SE15 の方向性については、変更はありません。 

 

■基本方針 

新中期計画では、「売上高成長を過度に追わず、着実に利益を生み出すマネジメントの推進」を基本

方針とします。この方針に沿って、2012 年度を利益のボトムとするという強い決意のもと、安定的な利益創

出を最優先した経営を行っていきます。キャッシュの創出を重視し財務体質の強化に努めるとともに、固

定費総額を極力維持しながら継続的に変動費率を改善し、着実な利益創出を進めていきます。 
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■業績目標 

売上高は年間 200 億円の成長を、営業利益は年間 100 億円の成長を目標とします。前回の中期計画

は高い売上高成長を前提としたものでしたが、今回の業績目標は、既存事業領域の転換と新規事業領

域の開拓を両立させながら、着実に利益を創出する計画としています。 

また、安定的な利益体質が確立された次期中期計画においては、できるだけ早いタイミングで、

ROS10％、ROE10％以上を継続的に生み出せるようになることを目指していきます。 

 

                                             （単位：億円） 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 

売上高 8,900 9,100 9,300 

営業利益 300 400 500 

営業利益率 3.4% 4.4% 5.4% 

前提為替レート 

1 米ドル 

1 ユーロ 

85 円

115 円

85 円

115 円

 

85 円 

115 円 

※本資料に掲載されている業績目標は、現時点で入手可能な情報に基づいて算出した 

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

■各事業の事業方針および基本戦略 

＜プリンティングシステム事業＞ （プリンター事業から名称を変更） 

【事業方針】 インクジェット技術により、新次元のプリンティング環境を創造する 

【基本戦略】 

・ インクジェットプリンターの小型化による競争力強化 

・ ホーム領域でのモデルミックスの改善 

・ オフィス向けインクジェットプリンターの展開を加速 

・ エマージング市場で高収益ビジネスモデルを確立 

・ 商業プリンターの領域を拡大 

・ ビジネスシステム事業で着実な収益成長を実現 

 

インクジェットプリンターは、エマージング地域での拡大は見込まれるものの、先進国では数量が減

少することから、今後 3 年間は横ばいの市場になると想定しています。そのような中で、中期的にはモ

デルミックスの改善を行いながら、商品構成やビジネスモデルの転換を進めていきます。また、2012 年

度には新型ピエゾヘッドの量産投資がほぼ終了し、この新型ヘッドを搭載したモデルを 2013 年度から

投入することにより、競争力を強化していきます。同時に、IT ソリューションを含めたサービス、サポート

なども一層の充実化を図っていきます。 
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＜ビジュアルコミュニケーション事業＞ （ビジュアルプロダクツ事業から名称を変更） 

【事業方針】 マイクロディスプレイ技術による全く新しいビジュアルコミュニケーションを創造する 

【基本戦略】 

・ プロジェクターのあらゆる領域で No.1 となる 

・ HMD（ヘッドマウントディスプレイ）は、生活を革新する情報ツールとして新たな価値を創出 

 

プロジェクター市場は、従来当社が想定していた水準には及ばないものの、エマージング市場を中

心に引き続き数量成長する見通しです。そのような中で、既存領域での取り組みに加え、新規領域で

ある高輝度分野でのポジショニングを高めるためのソリューション提供力や販売体制の強化などにより、

事業領域の拡大と収益力の強化を図っていきます。また、HMD は、人の生活を革新するポテンシャル

を持った商品であり、ハンズフリーの特徴を最大限に活かした情報ツールとして、新たな用途や価値の

創出に取り組みます。 

 

＜センシングシステム事業＞ （新たな事業として設定） 

【事業方針】 高精度センサーにより、人の生活を改善する新しい価値を創造する 

【基本戦略】  

・ 健康・スポーツ・医療などの分野において、高精度センサーによりデータを可視化させ活用する、

革新的なツールと価値を提供する 

 

これまで、リスト装着型の GPS ランニング機器や脈拍計、運動データの取り込みを行うモーションセン

シング機器など、当社が蓄積してきた要素技術とセンサーシステム技術を用いた、新しいセンシング機

器による新規ビジネス創出を進めてきました。このような分野での商品開発をさらに進めるとともに、クラ

ウドの技術も組み合わせ、新たに体制の構築も行いながら、健康・スポーツ・医療の分野、さらに設備

やインフラの管理などの産業分野において、全く新しい形の、人や生活に密着したデータを可視化さ

せ活用する革新的なツールを提供することにより、エプソンの新たな成長ドライバーとしていきます。 

 

＜インダストリアルソリューションズ事業＞ （新たな事業として設定） 

【事業方針】 高度なメカトロニクスにより、生産性を革新するロボットや生産機器を創造する 

【基本戦略】  

・ 精密メカトロニクス技術・インクジェット技術により産業印刷のデジタル化やロボットの高機能化を

先導し、FA・産業機器分野で新たな価値を創出する 

 

この事業領域では、スカラロボットや小型 6 軸ロボットなどの分野で高い信頼と実績を得ており、高い

販売シェアを持っています。また、捺染印刷装置やデジタルラベル印刷装置などでも、着実に実績を

積み重ねてきました。このような取り組みを加速させると同時に、独創のインクジェット技術やインテリジ

ェントロボット技術などの高度なメカトロニクス技術により、生産性を革新する産業用ロボットや生産機器、

インクジェット装置を提供し、当社の次の成長に向けた柱として育成していきます。 
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＜マイクロデバイス事業/プレシジョンプロダクツ事業＞（デバイス事業、精密機器事業から名称を変更） 

【事業方針】 尖らせた技術により、他社にできない商品を創出し続ける 

【基本戦略】 

・ QMEMS と半導体との融合により、小型化・高性能化を先導 

・ 独自の精密加工技術で他社にできない商品を創出 

 

マイクロデバイスにおいては、これまで社内で進めてきた要員転換などの施策により、売上規模に応

じたコンパクトな体制となり、安定した収益構造を構築することができました。また、プレシジョンプロダク

ツでは、ウオッチ事業でソーラーGPS ウオッチなどの高付加価値商品により収益改善が進んでいるほ

か、小規模ながらも高収益な金属粉末事業や表面処理加工事業では、事業拡大に向けた投資も行い

ました。今後も、独自の技術を基盤として収益性の向上に努めていきます。 

 

■主要指標 

設備投資は、将来成長のために、新規領域やプリンティングシステムなどの情報関連機器を中心に、

向こう 3 年間で、1,200 億円を計画しています。 

フリーキャッシュフローは、在庫や資金の管理を適切に行うとともに、着実に利益を創出するマネジメ

ントを徹底することで、3 年間累計で 680 億円を目標とします。 

株主配当については、引き続き、安定配当を基本としたうえで、中長期的には、連結配当性向 30％

を目標とすることを基本方針に取り組んでいきます。 

 

 2013 年度～2015 年度累計 

設備投資 1,200 億円 

フリーキャッシュフロー 680 億円 

株主配当 
安定配当を基本として、中長期的に連結配当

性向 30%を目標とする 

 

 

以上 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは下記にお願いします。 

       【報道関係】 

セイコーエプソン株式会社  広報 IR 部  TEL. 03-3340-2637 

 


